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２０１６年度春  

ロータリー若手リーダーシップ受賞式 

スポンサー：JAPF-一般財団法人 日本アジア振興財団 

 

名前：  Tran The Anh 

国籍：  ベトナム  

身分・職種： 留学生 

地域：  日本―大阪 

       

     今年度４月２９日から５月１日

までの日々は、私のような日本で

学ぶ留学生にとって、人生で最も

良い思い出のひとつとなりました。一般財団法人日本アジア振興財

団（JAPF）の活動にボランティアとして価値ある時間を過ごした後、

幸運なことに JAPFの代表理事である松岡広隆様から日本大阪第２

６６０地区 RYLA（ロータリー若手リーダーシップ受賞式）への参

加の機会を頂きました。 

 

今回 RYLAは日本赤十字社医

療センターと共同開催を行いまし

た。三日間、私は大阪の最もきれ

いなホテルに泊まり、ビュッフェを食べたり、ゲームを楽しんだり、

たくさんの日本人や外国人の友人と一緒に勉強しました。  
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● 第一日目 ４月２９日 

 

午後、伝統あるロータリ

ーソングと共に、この度の

プログラムが開催されまし

た。一日目は、日本での血

液不足、若者からどのよう

に献血の協力を求めるかと

いった、血液関係諸問題の

講義を受けました。 

 

 

講義後には、ゲームが行われまし

た。ゲームをクリアするには、最も

良い解決案をチームで考えることが

大切でした。このゲームにより、メ

ンバー同士をより理解し合うことが

できました。フレンドリーな方ばか

りであったため、初対面だったのに

も関わらず全員で楽しむことができ

ました。晩御飯の後は部屋に戻って

風呂に浸かったりと、和室で夜の素

敵な時間を過ごしました。 

 第二日目 ４月３０日 

良いリーダーというのは、健康的

で活発であり、特にチームワークの

際などに、効果的でベストな結果を

だすものです。一晩ゆっくりした

後、早起きをし運動をしました。そ

のあとは栄養たっぷりの朝ごはんの

ビュッフェを食べて、一日のエネル

ギーを補充しました。 
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午後のアクティビティはとても

興味深く役に立つものでした。

人生で初めて救命処置について

学びました。プロのしっかりと

した指導の下、とっさの時のた

めに私たちは CPR（心肺蘇生法）

をマネキンで練習し、AEDs（自

動体外式除細動器）を実際に使

いました。この実践的で価値の

ある授業で学べることはたくさ

んありました。また社会の中の

一員としての責任感の意識も高

めてくれたと思います。 

私がお気に入りは、朝ごはん後

の午前に行った「貿易ゲーム」で

した。チームで課題を解決してい

きました。他のグループとも協力

し合い、各自チームで最も効果的

なアイデアを練っていきました。

私はチームや主催者に深く感謝を

しています。７チーム中、３位を

取ったため少し残念な結果ではあ

りましたが、チームの皆さんは最

大の努力を払って、素晴らしい姿

を見せてくれました。 

授業が終わった後、アウトドア

バーベキューを楽しんでから、

次の活動準備のため部屋に戻り

ました。 
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部屋に戻ると、ロータリーの歴史についての授業を受け

ました。 

各グループは、このプログラムのメンバーを取りまとめフォローす

る役の PaPaさんと一定の時間お話する機会がありました。人生、社

会関係、夢や、これまで達成したこと、これから実現したいことにつ

いて楽しく会話をしました。       

私たちはお互いをより理解し、団結できるようになりました 
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● 第三日目 ５月１日（最終日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

最終日に、各チームごとにチ

ームワークについてのプレゼ

ンを行いました。内容として

は、リーダーシップのアイコ

ンに関する個人の意見も含ま

れていました。すべてのチー

ムが素晴らしい発表と個人ス

ピーチを行いました。 

前から若者に対して思ってい

ましたが、やはり彼らの素晴

らしい考え方、良心、自覚や

分別のある人柄は尊敬に値し

ます。集団の前でプレゼンテ

ーションをする際の自信に

も、私は大変感銘を受け、学

ぶものがたくさんあると感じ

ました。 

私はこの三日間、興味深い

体験をして、たくさんの役に

立つ知識を身に付きました。 

このリーダーシッププログラ

ムの閉会式において終了証明

書を頂いたことは私にとって

光栄なことでした。   
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  他の参加者も私と同じように感じたと思いますが、 このプログ

ラムは、私たちが自信を持って将来のリーダーになることを勇気づ

けてくれました。 

 

意義ある時間や忘れられない時間の中で、全てにおいて私たちの

サポートをして下さった熱心である主催者様にお礼を申し上げたい

です。 

また、最後に松岡様率いる JAPFの方々に誠の感謝の気持ちをお

伝えしたいです。松岡様が日本人学生のみならず私のような留学生

にも機会を与えて下さったことに大変感謝いたしております。


